




要約:国内の 6 施設から得られたデータをもとに、10 歳以後の極低出生体重児の発育につ

いて検討した。その結果、(1)10 歳以後の発育には、在胎週数や出生体重と相関は認めら

れなかった。(2)男女とも 10歳時点の発育がその後の発育を決定づける主要な要因であっ

た。(3)10～15 歳の間で－2SD 未満の身長を示した児は、69 名中 13 名(18.8%)と高率であ

った。(4)10 歳時点で－1SD 以下の児でも発育のスパートは認められるにも関わらず、標

準の身長に追い付く児は少なかった。以上より、10 歳時点で小柄な児はその後も大きく

成長する可能性は少ないと考えられる。従って、遅くとも 10 歳までに標準的な発育に近

ずけることが極めて重要であると推測される。今後の課題として、小柄なまま発育する児

がその後どうなっていくのかを確認するとともに、どのような因子(NICU 入院中の管理や

退院後の諸問題など)が関わっているのか、この時期の発育に影響する critical period

はどこにあるにかを早急に明らかにし、対策を講じる必要かある。


